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１ 緒   言 

生産現場で環境測定データや機器から出力されるデ

ータをデジタル化するに当たり、デジタル技術の導入

効果がわからない１）という課題がある一方で、工場の

IoT 化への設備投資が増加２）しつつある。そこで本研

究では、主に工場の機器から出力されるデータを、簡

単かつ迅速に収集・可視化するキット（以下、ソリュ

ーションキット）を開発した。本ソリューションキッ

トの特長として、新たなセンサ、センサの数量、デー

タの処理方法等が増減した場合、追加機能のみを作成

すれば、過去に作成した機能を再利用することが可能

である。また、本ソリューションキットを使用するこ

とにより、工場等の生産現場でのデジタル化の導入効

果を本格導入前に体験することが可能となり、デジタ

ル化への設備投資の判断材料の１つになる。 

 

２ システム構成 

システム概要図を図１に示す。ここでは、計測デー

タの入力から出力に至るまでのプロセスを機能ごとに

整理し、入力ブロック、処理ブロック、出力ブロック

の３つのブロックを定義した。矢印はデータの流れを

示している。本システムは各ブロック、及びブロック

間のデータ送受信、データ蓄積に必要な時系列データ

ベースから構成される。これらのブロック間のデータ

の流れは、時系列データベースを利用することにより、

データの入出力が規格化されるため、ブロック間のデ

ータ授受のプログラムが統一できる。これにより、ブ

ロックの外部インタフェースのみを変更すれば新たな

ブロック追加や変更が容易な構成を実現できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ システム概要 

 

2.1 入力ブロック 

多くのセンサが出力するアナログ信号は、電圧は０

から５(V)、電流は４から 20(mA)と規格化されている。

そのため電圧又は電流値を計測し、A/D 変換にてデジ

タル値として取得する。また、I2Cや USB 等のシリアル

通信を利用するセンサについては、機器に応じたコマ

ンド送信と応答取得を行うプログラムを作成し、デジ

タルデータを取得し、時系列データベースに保管する。
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入力ブロックの中の構成については、計測する環境に

より、センサとセンサデータをデジタル化する機能が

一体となるタイプと、センサのみが分離して、親機、

子機から構成されるタイプの２種類がある。 

2.2 処理ブロック 

処理ブロックは、時系列データベースに蓄積された

計測データを取り出し、グラフ表示やあらかじめ設定

された閾値との比較判定、利用者が作成したプログラ

ムによるデータ解析を行い、その結果を出力ブロック

に送信する。また、必要に応じて処理結果を時系列デ

ータベースに追加する。 

2.3 出力ブロック 

出力ブロックは、処理ブロックで得られた結果の可

視化等を行うブロックである。例えば、生成されたグ

ラフをタブレットのブラウザ上に表示する機能や、処

理結果があらかじめ設定された正常範囲から逸脱した

場合に警告表示する機能がある。また、処理ブロック

の処理結果を定期的に参照し、パトランプの点灯等の

出力を行う。 

2.4 時系列データベース 

入力ブロックで計測したデータは、データベースに

保存される。計測データは時間の経過に伴い蓄積され

るため、時系列データベース(InfluxDB)を用いた。保

存するデータは、計測値データ、時刻、その他必要に

応じてタグを付加したものを 1 セットとした。また、

処理・出力ブロックからの要求に応じて時系列データ

ベースに保存されているデータを各ブロックに返す機

能を有している。 

 

３ 使 用 機 器 

 使用機器及びソフトウェアの一覧を表１に示す。 

 

表１ 使用機器及びソフトウェア一覧 

機能 ハードウェア・ 

ソフトウェア名等 

入力ブロック 

（センサデータの変換等） 

（カメラ） 

（親機、子機間の無線通信） 

 

RaspPico、Raspberry Pi4 

WebCamera 

LoRa 

処理ブロック Grafana OSS v12.0.0 

出力ブロック Firefox 

時系列データベース InfluxDB OSS v2.7.11 

ハードウェア 

（処理・出力ブロック） 

MiniPC(Ubuntu v22.4) 

４ 実   装 

温度計測とアナログ計測器の読み取りを行った事例

について述べる。 

4.1 温度計測 

入力ブロックの実装状況の全体は図２に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図２ 温度計測の実装（入力ブロック） 

 

入力ブロックとして、温度計測ブロックを作成した。

このブロックは、子機と親機から構成される。子機は、

商用電源の供給が難しい場所でも使用可能となるよう

電池駆動とした。 

子機では、温度データと電池電圧データを計測し、

それらのデータを子機から親機に向け、約５分に１回

の頻度で無線伝送する。親機では、子機から受信した

データ（温度、電池電圧）と、子機からの無線通信の受

信強度、及び子機の識別タグを付加して Ethernet経由

で時系列データベースに送信する。電池電圧のデータ

を付加した理由は、電池の交換時期を遠隔でリアルタ

イムに判断するためである。また、子機と親機間の無

線通信方式に LoRa を用いた。無線通信において、親機

側で電波受信強度を計測することにより、子機との通

信可否を判断するためデータを取得した。構成図を図

３に示す。 

時系列データベースでは、入力ブロックから伝送さ

れた温度データ、電池電圧、受信強度と入力ブロック

からのデータを受信した時刻を併せて保存した。処理

ブロックとして、リアルタイムに時系列データベース

からデータを取得し、グラフ描画ソフトウェア

（Grafana）を用いて表示した。Grafana では、パラメ

ータを設定することにより、グラフや数値等を容易に 
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図３ 構成図（温度計測） 

 

表示することが可能である。 

出力ブロックでは、処理ブロックで描画されたグラ

フや数値をブラウザにて表示を行った。 

4.2 アナログ計測器読み取り 

入力ブロックの実装状況の全体は図４に示す。 

入力ブロックとして、アナログメータ指示値をデジ

タル値に変換するブロックを作成した。このブロック

は、カメラと本体(Raspberry Pi4)から構成される。 

カメラで撮影した画像を本体に取り込み、約 10ms に

１回の頻度でデジタル化した。得られたデータは、

Ethernet 経由で時系列データベースに送信される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ アナログ計測器読み取りの実装 

（入力ブロック） 

 

構成図を図５に示す。処理ブロックとして、温度計

測と同様 Grafana を用いて表示した。 

出力ブロックでは、処理ブロックで描写されたグラ

フや数値データをブラウザ上に表示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 構成図（アナログ計測器読み取り） 

 

 

５ 結   果 

実装事例において、入力から出力までの動作検証の

結果について述べる。 

5.1 温度計測 

室内の温度計測、データ収集及びグラフ表示を行っ

た。図６に出力画面を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 室内の温度計測表示 

 

検証した結果、温度計測及び電波強度をリアルタイ

ムでグラフ表示ができることを確認した。 

5.2 アナログ計測器読み取り 

アナログ計測器読み取り入力ブロックを用いてデジ

タル化を行った。デジタル化の方法は、あらかじめ圧

力計を撮像し、圧力計の針の中心点と、最小値と最大

値の目盛り２点及び針が検出しやすい範囲を初期設定

する。その上で、画像から針の角度を検出し、その角

度から圧力の計測値を算出した。 

図７に出力されたデータのグラフ表示を示す。 

 

 

 

 

 



広島県立総合技術研究所西部工業技術センター研究報告 No.68 (2025) 

- 4 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ アナログメータ指示値読み取り表示 

 

６ 結   言 

計測データの取得から表示までの一連の処理工程を

機能ごとに３つのブロックに分け、必要に応じてブロ

ックの追加・削除や入れ替えが可能な柔軟なシステム

構成とした。この入力、処理、出力の各ブロックは、互

換性を持たせるために、ブロック間のインタフェース

部分の共通化を行い、現場の状況に応じて迅速かつ効

率的にデジタル化を可能とするシステムを構築した。

具体例として、温度センサ、画像処理によるアナログ

計測器読み取りの２つの事例ついて、計測データをリ

アルタイムでブラウザ表示できるシステムを構築した。 

今後は、必要に応じて、入力、処理、出力の各ブロッ

クを拡張・蓄積し、さらなる機能向上を図る予定。 
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